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本日のプログラム
１．点　　　　　　　鐘
２．食　事　の　時　間
３．ロータリーソング
　　「手に手つないで」
４．四つのテストの唱和
５．会　長　の　時　間
６．幹　 事　 報 　告
７．出　 席　 報 　告
８．今月のセレモニー
９．ゲ　ス　ト　卓　話
　　ガバナー補佐「原田實太朗君」
９． 点　　　　　　　鐘

第 891 回の記録　　　　　　平成 17 年 7 月 28 日

　宮崎中央Ｒ・Ｃ　　　　　会長　江島　寛

　本日は、 当クラブ所属の宮崎海洋高校校長、 後藤

会員のお計らいで実習船 「進洋丸」 の体験乗船とい

うまことに貴重な体験をさせていただくことになり、

後藤会員を始めとする海洋高校の先生方及び 「進洋

丸」 の乗組員の方々に深く感謝申し上げます。

　また、 本日は、 ご賛同いただいた宮崎東Ｒ・Ｃ及

び佐土原Ｒ・Ｃとの合同例会でもありこれを機に３

Ｒ・Ｃの絆をも深めていきたいと願っております。

 　「進洋丸」は、 12億円かけて本年3月25日に竣工式

を行ったばかりのハイテクの粋を集めた実習船であ

り、 宮崎とハワイのホノルルの実習航海を通じて、

海洋高校が目指す 「活動と感性を高める教育」　「国

際理解を推進させる教育」 におおいに寄与している

と聞き及んでおります。

　しかしながら、　「進洋丸」 の外観の華麗さとは裏

腹に大海原における航海実習の過酷さはわれわれの

想像を絶するものがあろうかと思います。

　また、 昔から 「板子一枚下は地獄」 と申しますよ

うに、 生命身体の危険と隣合わせの業務や訓練に従

事されるわけであり、 我々といたしましては、 航海

の安全と御祈念申し上げ、 すばらしくたくましい

 「海の男」 を育てていただくことを念願いたします。
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超我の奉仕

挨拶が非常に達者な宮崎中央クラブの江島会長



１．真実かどうか　　　　　　　３．好意と友情を深めるか

２．みんなに公平か　　　　　　４．みんなのためになるかどうか
■　四つのテスト

　　　　出席状況　第 891 回　平成 17 年 7 月 28 日

会 員 数　　　27 名　　　　　　欠 席 者 数　　　7名

出席者数　　　20 名　　　　　　メークアップ　　　2名

出 席 率　　　74 ％　　　　　　修正出席率　 81.5％

進洋丸出航前の準備　▲ 進洋丸の機関室　▲

船上でのひとコマ　▲▼
岩切会長の挨拶風景　▲

海上より日没寸前のシーガイヤを望む　▲


